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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第34期

第３四半期
連結累計期間

第35期
第３四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自  平成24年１月１日

至  平成24年９月30日

自  平成25年１月１日

至  平成25年９月30日

自  平成24年１月１日

至  平成24年12月31日

売上高 （千円） 1,350,512 1,817,930 2,425,687

経常利益又は経常損失（△） （千円） △109,021 7,361 △164,494

四半期純利益又は

四半期（当期）純損失（△）
（千円） △147,273 22,434 △195,860

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △162,864 35,190 △203,638

純資産額 （千円） 4,453,783 4,409,718 4,413,009

総資産額 （千円） 5,693,507 5,493,152 5,689,729

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） △95.68 14.58 △127.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 78.2 80.3 77.6

　

回次
第34期

第３四半期
連結会計期間

第35期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

自  平成25年７月１日

至  平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △31.08 △17.10

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代後の経済政策に対する期待感が高まっていること

から、円高傾向が是正され円安・株高傾向に転じており、景況感などに改善の兆しが見られるようになりまし

た。

当社グループの関連市場である路線バス業界においては、バス事業者の設備投資が抑えられる傾向はあるもの

の、地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う運賃箱の改修及び代替投資等を中心に推移しました。

このような状況のもとで当社グループは、地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う設備投資案件の

取り込みを行うだけでなく、「バス統合管理システム」を構成する「バス統合管理モジュール」の拡販を推進

し、積極的な営業活動により当社製品のシェア拡大に努めてまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,817,930千円（前年同四半期比34.6％増）、営業損失は

5,894千円（前年同四半期は123,150千円の営業損失）、経常利益は7,361千円（前年同四半期は109,021千円の経

常損失）、四半期純利益は22,434千円（前年同四半期は147,273千円の四半期純損失）となりました。

なお、当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行って

おり、単一のセグメントでありますので、セグメント情報を記載しておりません。従いまして、以降品目別の記

載を行っております。品目別の販売の状況は次のとおりであります。

　
①運賃箱関連

運賃箱関連の売上高は545,584千円（前年同四半期比49.7％増）となりました。即時計数式運賃箱（ＦＡＮ型

（注１）及びＦＮＳ型（注２））の売上高が339,132千円（前年同四半期比75.8％増）、汎用型運賃箱（ＮＺＳ

型（注３））の売上高が105,439千円（前年同四半期比2.0％減）となりました。

②カード機器関連

カード機器関連の売上高は181,364千円（前年同四半期比3.0％減）となりました。ＰＡＳＭＯ関連機器の売上

高が22,296千円（前年同四半期比68.9％減）、ＩＣ金庫端末機の売上高が62,830千円（前年同四半期比865.4％

増）となりました。

③その他のバス用機器

その他のバス用機器の売上高は394,329千円（前年同四半期比66.8％増）となりました。サーマル整理券発行

機の売上高が71,236千円（前年同四半期比22.1％増）、データ管理関連の機器及びソフトウエアの売上高が

125,639千円（前年同四半期比185.2％増）となりました。

④部品・修理及び商品

部品・修理の売上高は620,934千円（前年同四半期比26.9％増）となりました。売上高の内訳は部品300,589千

円（前年同四半期比51.7％増）、修理320,344千円（前年同四半期比10.0％増）となっております。

整理券用紙及び運賃表示器等の商品の売上高は75,717千円（前年同四半期比3.6％増）となりました。

　
（注１）ＦＡＮ型運賃箱：昭和61年に開発した当社初の即時計数式運賃箱であるＦＡ型の処理速度を向上さ

せ、後継機種として平成14年に発売した即時計数式運賃箱であります。

（注２）ＦＮＳ型運賃箱：バス車内のバリアフリー化に対応するため、ＦＡＮ型運賃箱と同等の性能を確保し

たうえで、筐体幅の薄型化（ＦＡＮ型運賃箱比マイナス32ｍｍ）を実現した即時計数式運賃箱であり

ます。 

（注３）ＮＺＳ型運賃箱：平成19年発売の「汎用型運賃箱」。20年以上に渡って生産されていた、ＮＺ型運賃

箱の後継機種として開発いたしました。ＮＺ型運賃箱と金庫が共通であるため、同機種を使用してい
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るバス事業者において、精算装置を代替する必要がなく、導入コストを抑制することが可能なスリム

型の運賃箱であります。

　
（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
（3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、86,136千円であります。なお、当第３四半期連結

累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

　
②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年11月12日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 1,539,600 1,539,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

１単元の株式数は、
100株であります。
完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。

計 1,539,600 1,539,600 － －

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 1,539,600 － 319,250 － 299,250
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,538,600 15,386 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数 　 1,539,600 － －

総株主の議決権 － 15,386 －

(注) １．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式が63株含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　
②【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

株式会社

小田原機器

小田原市中町

一丁目11番３号
300 － 300 0.02

計 － 300 － 300 0.02

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

四半期報告書

 6/15



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,110,210 1,203,895

受取手形及び売掛金 944,822 641,662

有価証券 1,497,209 1,267,741

商品及び製品 231 231

仕掛品 343,226 293,753

原材料及び貯蔵品 256,775 334,416

繰延税金資産 46,384 72,158

その他 24,248 16,512

貸倒引当金 △7,600 △5,100

流動資産合計 4,215,510 3,825,272

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 161,128 151,133

機械装置及び運搬具（純額） 1,119 759

土地 238,226 238,226

その他（純額） 21,302 37,318

有形固定資産合計 421,777 427,438

無形固定資産

その他 13,093 93,303

無形固定資産合計 13,093 93,303

投資その他の資産

投資有価証券 796,053 899,073

繰延税金資産 51,420 48,714

その他 213,886 221,362

貸倒引当金 △22,012 △22,012

投資その他の資産合計 1,039,348 1,147,138

固定資産合計 1,474,219 1,667,880

資産合計 5,689,729 5,493,152
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 628,629 386,742

短期借入金 120,000 120,000

未払法人税等 － 16,052

賞与引当金 24,890 57,255

製品保証引当金 69,814 48,876

その他 139,295 144,965

流動負債合計 982,628 773,891

固定負債

退職給付引当金 157,627 166,895

役員退職慰労引当金 136,343 142,527

その他 120 120

固定負債合計 294,091 309,542

負債合計 1,276,720 1,083,434

純資産の部

株主資本

資本金 319,250 319,250

資本剰余金 299,250 299,250

利益剰余金 3,777,419 3,761,372

自己株式 △331 △331

株主資本合計 4,395,587 4,379,541

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,421 30,177

その他の包括利益累計額合計 17,421 30,177

純資産合計 4,413,009 4,409,718

負債純資産合計 5,689,729 5,493,152
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 1,350,512 1,817,930

売上原価 964,843 1,342,038

売上総利益 385,669 475,891

販売費及び一般管理費 508,819 481,785

営業損失（△） △123,150 △5,894

営業外収益

受取利息 9,675 5,924

受取配当金 3,740 2,283

受取保険料 13 500

貸倒引当金戻入額 1,300 2,500

その他 1,482 3,904

営業外収益合計 16,211 15,112

営業外費用

支払利息 1,012 969

売上割引 1,049 869

その他 21 17

営業外費用合計 2,083 1,856

経常利益又は経常損失（△） △109,021 7,361

特別利益

固定資産売却益 7,850 －

投資有価証券売却益 － 955

特別利益合計 7,850 955

特別損失

固定資産除却損 154 72

減損損失 6,209 －

特別損失合計 6,363 72

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△107,535 8,245

法人税、住民税及び事業税 2,117 15,837

法人税等調整額 37,620 △30,027

法人税等合計 39,738 △14,189

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△147,273 22,434

四半期純利益又は四半期純損失（△） △147,273 22,434
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△147,273 22,434

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15,591 12,755

その他の包括利益合計 △15,591 12,755

四半期包括利益 △162,864 35,190

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △162,864 35,190
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
  至  平成25年９月30日)

減価償却費 32,733千円 24,243千円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成24年３月28日

定時株主総会
普通株式 38,482 利益剰余金 25 平成23年12月31日 平成24年３月29日

　
２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成25年１月１日  至  平成25年９月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成25年３月27日

定時株主総会
普通株式 38,480 利益剰余金 25 平成24年12月31日 平成25年３月28日

　
２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の

製造販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成25年１月１日  至  平成25年９月30日）

当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の

製造販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
  至  平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△95円68銭 14円58銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

(千円)
△147,273 22,434

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）(千円)
△147,273 22,434

普通株式の期中平均株式数(株) 1,539,273 1,539,237
　 　 　

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   長   田   清   忠   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   井   尾   　   稔   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月７日

株式会社小田原機器

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社小田原機器の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社小田原機器及び連結子会社の平成
25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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